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代表者職名・氏名 理事長 下村 一彦 

所 在 地 〒８９０－８５１７ 

鹿児島市鴨池新町１番７号 鹿児島県社会福祉センター４階 

電 話 ０９９－２５７－７６６７ 

ﾎｰﾑﾍﾟ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ https:// kagoshima-swc.jp 

業 種 医療・福祉 

業 務 概 要 社会福祉施設の経営 

行 動 計 画 期 間 令和８年４月１日 ～ 令和１３年３月 31 日 

行 動 計 画 の 

主 な 内 容 
目標 1）年次有給休暇の取得率を７０％とする。 

〈対策〉 

・令和８年４月～ システム等の客観的な記録により、年次有給休暇の取得状

況を把握する。 

・令和８年４月～ 年次有給休暇の取得に向けて、取得率の低い職員に対し啓 

発活動を図る。 

目標２）雇用管理区分ごとの残業時間を現状の月平均より１０％以上削減す

る。 

〈対策〉 

・令和８年４月～ システム等の客観的な記録により、残業時間の実態を把握

する。 

・令和８年４月～ 計画的な業務遂行及び適正な業務配分により、残業時間の

抑制を図る。 

・令和８年４月～ DX 推進等を計画的に実施し、業務効率化による職員の負

担軽減を図る。 

目標３）男性の育児休業取得率を５０％以上とする。 

〈対策〉 

・令和８年４月～ 育児休業（出生時育児休業含む）及び育児目的休暇の制度

内容について職員への周知に努め、取得促進を図る。 

・令和８年４月～ 対象職員を把握し、個別面談で意向確認し、取得を促す。 

こんな両立支援に 

取り組んでいます 

■仕事と家庭のための相談窓口設置 

 各施設に相談窓口を設置し、育児・介護休業等に係る相談体制の充実・強化

を図っています。 

■業務効率化による職員負担軽減・計画的な年次有給休暇の取得 

 勤怠管理システムの導入やＤＸ推進等を計画的に実施し、業務効率化による

職員負担の軽減や、計画的な年次有給休暇の取得促進を図り、仕事と家庭の両

立支援に取り組んでいます。 

登 録 番 号 ４４ 

登 録 日 平成２１年１１月２日 


